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第
一
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松
居
久
左
衛
門
家
に
つ
い
て

第
二
章
　
出
世
証
文
と
御
礼
証
文

む
す
び
に
代
え
て

は
じ
め
に

借
金
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
た
時
点
で
借
用
証
文
を
書
き
直
し
、
将
来
の
出
世
（
出
精
、
出
情
）
時
に
返
済
を
約
束
し
た
「
出
世
証
文
」

に
つ
い
て
は
、
宇
佐
美
英
機
氏
に
「
近
世
の
出
世
証
文
―
滋
賀
県
神
崎
郡
五
個
荘
町
域
の
事
例
」
・
「
明
治
時
代
の
出
世
証
文
―
滋
賀

県
神
崎
郡
五
個
荘
町
域
の
事
例
」
・
「
馬
場
利
左
衛
門
家
の
出
店
と
「
出
世
証
文
」」
が
あ
る

（
１
）
。
こ
れ
ら
は
、
近
江
商
人
研
究
に
お
い
て



第
五
六
巻
第
三
号

二

（
三
六
九
）

も
歴
史
学
研
究
に
お
い
て
も
従
来
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
「
出
世
証
文
」
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。

宇
佐
美
氏
は
、
乏
し
い
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
近
江
商
人
の
家
に
遺
さ
れ
た
計
四
四
点
の
事
例

分
析
を
行
っ
た
。
分
析
結
果
と
し
て
「
出
世
証
文
」
は
、
単
に
分
散
の
場
合
に
限
ら
ず
、
多
様
な
局
面
で
作
成
さ
れ
た
債
権
再
請
求
権

で
あ
り
、
そ
の
効
力
を
担
保
し
た
も
の
は
「
子
孫
文
言
」
に
み
ら
れ
る
栄
誉
の
質
入
で
あ
っ
た
、
と
い
う
現
段
階
に
お
け
る
見
解
を
示

さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
松
居
久
左
衛
門
家
の
史
料
整
理
の
過
程
で
見
い
だ
し
た
一
四
点
の
「
出
世
証
文
」
・
「
御
礼
証
文
」
を
検
討
し
、

こ
れ
ら
の
証
文
類
の
作
成
を
容
認
し
た
債
権
者
側
の
意
図
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、
債
務
免
除
を
受
け
た
「
御
礼
証
文
」
と
「
出

世
証
文
」
と
を
一
緒
に
検
討
す
る
の
は
、
松
居
家
の
史
料
で
は
両
者
は
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、「
御
礼
証
文
」
と
記
し
て

あ
っ
て
も
内
容
は
「
出
世
証
文
」
で
あ
る
場
合
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

第
一
章

松
居
久
左
衛
門
家
に
つ
い
て

弘
化
頃
と
推
定
さ
れ
る
「
湖
東
中
郡
日
野
八
幡
在
々
持
余
家
見
立
角
力
」
と
い
う
近
江
商
人
の
番
付
表
が
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ

る
星
久
の
屋
号
で
知
ら
れ
る
松
居
久
左
衛
門
家
の
名
前
は
、
こ
の
番
付
で
は
右
方
の
最
上
段
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
数
あ
る
近

江
商
人
の
な
か
の
、
い
う
な
れ
ば
東
の
正
横
綱
の
地
位
で
あ
る
。

星
久

ほ
し
き
ゅ
う
に
関
す
る
刊
行
物
は
、
私
家
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た
『
松
居
遊
見
伝
』（
八
世
松
居
久
左
衛
門
編
　
昭
和
四
〇
年
）
・
江
頭
恒
治
『
星

久
二
百
二
十
五
年
小
史
』（
昭
和
四
六
年
）
が
あ
り
、
学
術
論
文
と
し
て
は
江
頭
恒
治
「
商
業
資
本
の
蓄
積
に
つ
い
て
―
近
江
商
人
中
井

家
と
松
居
家
の
場
合
」（
昭
和
三
六
年
）
が
あ
る
（
２
）
。
こ
れ
ら
を
資
料
に
し
て
松
居
久
左
衛
門
家
の
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う
。

松
居
家
の
創
設
は
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
で
あ
り
、
八
代
将
軍
家
重
の
代
で
あ
る
。
吉
宗
は
大
御
所
と
し
て
な
お
健
在
で
あ
っ
た
の
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三

（
三
六
八
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で
、
享
保
改
革
の
終
盤
期
と
い
っ
て
も
よ
い
。
発
祥
の
地
は
湖
東
平
野
の
な
か
に
あ
る
神
崎
郡
位い
ん

田で

村
で
あ
り
、
南
方
に
は
中
山
道
が

走
っ
て
い
る
。
位
田
村
は
、
江
戸
時
代
は
彦
根
藩
領
で
あ
り
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
竜
田
村
と
合
併
し
て
北
五
個
荘
村
竜
田
と

な
っ
た
。
現
在
は
神
崎
郡
五
個
荘
町
域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

創
設
の
契
機
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
持
下
り
商
い
を
営
ん
で
き
た
本
家
松
居
久
右
衛
門
家
の
二
代
目
が
、
延
享
三
年
に
資
産
の
銀
二

三
五
貫
九
四
七
匁
一
分
を
四
人
の
子
供
に
分
配
し
、
三
男
の
久
左
衛
門
が
銀
四
五
貫
二
七
八
匁
八
分
を
独
立
営
業
資
金
と
し
て
分
与
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
初
代
松
居
久
左
衛
門
は
幼
名
久
五
郎
、
長
じ
て
久
左
衛
門
、
老
後
は
法
名
を
浄
雲
と
号
し
た
。
没
年
は
安
永
三

（
一
七
七
四
）
年
で
あ
り
、
享
年
七
九
。
二
代
目
久
左
衛
門
が
家
督
を
譲
り
受
け
た
時
の
資
産
は
銀
一
一
七
貫
二
四
五
匁
に
増
え
て
い
た
。

二
代
目
は
村
内
の
難
渋
人
の
た
め
に
益
金
の
中
か
ら
毎
年
一
〇
〇
両
を
割
い
て
利
子
を
つ
け
て
積
み
立
て
る
こ
と
を
遺
言
し
、
文
化
六

（
一
八
〇
九
）
年
に
亡
く
な
っ
た
。
享
年
七
三
。
二
代
目
の
長
男
は
二
六
歳
で
没
し
た
の
で
、
次
男
の
久
三
郎
が
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。
三
代
目
久
左
衛
門
で
あ
り
、
後
に
遊
見
と
号
し
た
。

遊
見
が
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
に
二
五
歳
で
相
続
し
た
時
の
資
産
は
、
銀
四
一
〇
貫
六
九
一
匁
で
あ
っ
た
。
遊
見
が
天
保
三
（
一
八

三
二
）
年
に
家
督
を
四
代
目
久
次
郎
に
譲
っ
た
時
の
資
産
は
銀
三
七
二
三
貫
九
二
一
匁
で
あ
り
、
九
倍
に
増
加
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
四

代
目
は
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
五
〇
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
遊
見
は
八
〇
歳
で
当
主
の
座
に
返
り
咲
き
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年

に
八
六
歳
で
没
す
る
ま
で
当
主
の
座
に
あ
っ
た
。
遊
見
が
没
し
た
時
の
資
産
は
銀
四
四
八
九
貫
九
六
七
匁
に
達
し
て
い
た
。
金
に
し
て

八
万
三
千
両
余
と
い
わ
れ
る
。

後
継
者
と
し
て
五
代
目
を
継
い
だ
の
は
、
四
代
目
の
長
子
の
久
三
郎
で
あ
り
、
二
四
歳
で
あ
っ
た
。
後
の
久
左
衛
門
松
涛
で
あ
る
。

五
代
目
が
経
営
の
衝
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
以
降
で
あ
り
、
そ
の
間
、
叔
父
の
太
七
が
後
見
役
を
勤
め

た
と
い
わ
れ
る
。
幕
末
維
新
期
の
経
営
を
担
っ
た
五
代
目
は
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
家
督
を
養
嗣
子
の
助
二
郎
に
譲
っ
た
。
六
代



第
五
六
巻
第
三
号

四

（
三
六
七
）

目
久
左
衛
門
で
あ
る
。
法
名
遊
照
。
二
八
年
時
点
で
の
資
産
は
銀
二
四
三
五
貫
余
に
減
少
し
て
い
る
。
星
久
は
三
一
年
の
株
式
投
資
の

失
敗
で
つ
い
に
倒
産
し
た

（
３
）
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
松
居
久
左
衛
門
家
の
最
盛
期
は
、
寛
政
六
年
〜
安
政
二
年
ま
で
の
遊
見
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
星
久
の
経
営
は
位
田
の
久
左
衛
門
家
を
本
宅
と
し
、
京
都
・
江
戸
・
大
坂
に
出
店
を
開
き
、
大
い
に
商
勢
を
張
っ
た
。
文
政
か
ら

幕
末
に
か
け
て
の
商
法
は
、
商
品
取
引
部
門
と
金
銭
貸
付
部
門
に
大
別
さ
れ
る
。
商
品
取
引
部
門
は
麻
布
方
・
糸
絹
方
に
分
か
れ
、
そ

の
他
に
米
・
石
灰
・
繰
綿
・
紅
花
・
紫
糸
や
蘇
木
・
木
香
・
丁
子
・
連
尭
・
サ
フ
ラ
ン
・
阿
仙
・
竜
骨
等
の
薬
種
も
扱
っ
た
。
金
銭
貸

付
部
門
は
金
銀
貸
方
と
呼
ば
れ
、
諸
方
貸
方
と
御
屋
敷
口
に
分
か
れ
て
い
た
。
諸
方
貸
方
は
庶
民
や
出
店
へ
の
貸
金
で
あ
り
、
御
屋
敷

口
は
大
名
貸
し
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章

出
世
証
文
と
御
礼
証
文

以
下
で
は
、
松
居
久
左
衛
門
家
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
の
類
を
時
代
順
に
並
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
要
約
補
足
し
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
い
ず
れ
の
証
文
も
三
代
目
久
左
衛
門
遊
見
の
存
命
中
の
も
の
で
あ
る
。
説
明
の
便
宜
上
、
史
料
に
番
号
を
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

た
だ
し
、
証
文
類
の
包
紙
に
記
さ
れ
た
ウ
ハ
書
の
文
字
は
遊
見
の
手
跡
で
は
な
く
、
す
べ
て
後
代
の
筆
跡
で
あ
る
。

史
料

（
４
）

①
（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
文
政
三
辰
三
月
認
　
金
七
百
両
証
文
壱
通
　
無
利
足
　
出
情
帰マ

マ

シ
　
返
済
被
成
候
筈
　
村
　

彦
左
衛
門
　
（
朱
筆
）
貸
滞
金

帳
印
」
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借
用
申
一
札
之
事

一
　
　
文
金
七
百
六
拾
両
也

内
　
金
六
拾
両
也
　
　
　
　
諸
道
具
代
渡
ス

指
引
残
而
　
金
七
百
両
也

右
之
金
子
私
義
商
売
御
取
立
被
下
置
御
恩
借
仕
候
処
相
違
無
御
座
、
然
ル
所
今
般
不
如
意
ニ
付
御
返
金
手
立
無
之
候
、
仍
而
商
売
相
続

仕
居
候
内
年
々
出
情
不
限
多
少
御
入
金
可
仕
候
、
尤
右
之
仕
合
ニ
付
前
書
之
通
無
利
足
ニ
而
御
許
容
被
下
候
段
忝
奉
存
候
、
為
其
一
札

仍
而
如
件文

政
三
年

借
リ
主

辰
三
月

彦
左
衛
門
　
印

松
居
久
左
衛
門
殿

文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
に
書
か
れ
た
こ
の
文
書
の
表
題
は
、「
借
用
申
一
札
之
事
」
と
あ
り
、
普
通
の
借
用
証
文
の
形
式
を
と
っ
て

い
る
が
、
内
容
は
あ
き
ら
か
に
出
世
証
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
資
金
と
し
て
七
六
〇
両
を
借
り
受
け
た
が
、
商
売
が
う
ま
く
い

か
ず
、
六
〇
両
は
な
ん
と
か
諸
道
具
を
処
分
し
て
返
し
た
が
、
残
金
七
〇
〇
両
の
返
済
の
目
途
が
立
た
な
い
。
残
金
に
つ
い
て
は
、
商

い
を
続
け
な
が
ら
出
情
（
出
精
）
し
て
働
き
、
年
々
少
し
ず
つ
で
も
返
済
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
理
解
し
、
無
利
息

で
の
返
済
を
許
容
し
て
も
ら
っ
て
、
大
変
有
難
い
。

も
と
も
と
こ
の
七
六
〇
両
は
、「
商
売
御
取
立
被
下
置
御
恩
借
仕
候
処
相
違
無
御
座
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
何
ら
か
の
商
売
を

手
が
け
て
い
た
同
村
の
彦
左
衛
門
に
、
多
分
に
恩
情
的
に
貸
し
与
え
ら
れ
た
性
格
の
営
業
用
資
金
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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わ
ざ
わ
ざ
「
前
書
之
通
無
利
足
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
も
と
も
と
無
利
子
の
資
金
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
道
具
を
処
分

し
て
六
〇
両
を
調
達
し
た
借
主
の
彦
左
衛
門
が
分
散
に
ま
で
及
ん
だ
か
否
か
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
借
用
証
文
を
貸
し
手
の
久
左
衛
門

の
側
か
ら
み
れ
ば
、
元
金
の
八
％
の
返
済
の
み
で
、
残
金
を
無
期
限
で
無
利
息
の
返
済
に
書
き
換
え
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。

史
料
②

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
文
政
十
年
亥
四
月
認
　
出
情
証
文
壱
通
　
金
高
百
五
両
　
信
州
諏
方マ

マ

万
屋
弥
右マ

マ

衛
門
　
（
朱
筆
）
貸
滞
金
帳
記
ス
」

一
札
之
事

一
　
金
百
四
拾
両
也

右
之
金
子
売
用
ニ
而
追
々
借
用
仕
候
所
実
証
也
、
然
ル
処
拙
者
儀
近
年
身
上
向
不
勝
手
ニ
相
成
必
至
ト
難
行
立
御
返
金
相
成
兼
候

ニ
付
、
無
拠
段
々
御
侘
談
仕
候
所
、
格
別
之
思
召
を
以
御
返
済
左
之
通

金
拾
六
両
三
分
ト
三
匁
　
　
　
　
　
是
迄
御
渡
シ
金
壱
分
弐
厘
之
分

金
拾
八
両
ト
拾
弐
匁
　
　
　
　
　
　
当
十
二
月
御
返
金
可
申
事
、
但
シ
壱
分
三
厘

右
之
通
御
勘
弁
ヲ
以
御
承
知
被
成
下
忝
仕
合
奉
存
候
、
尤
引
残
リ
金
之
儀
者
出
情
次
第
御
返
金
可
仕
様
御
無
心
申
上
候
処
、
是
又

御
承
知
被
下
忝
奉
存
候
、
依
之
出
情
返
金
証
文
仍
而
如
件

文
政
十
丁
亥
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
州
諏
方マ

マ

万
屋弥

左
衛
門
　
印

一
類
惣
代



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

七

（
三
六
四
）

茂
　
助
　
　
印

同
断

元
右
衛
門
　
印

江
州
位
田
村

松
居
久
左
衛
門
殿

こ
れ
は
、
信
州
諏
訪
の
万
屋
弥
左
衛
門
と
い
う
商
人
が
、
営
業
資
金
一
四
〇
両
を
借
用
し
た
が
、
返
金
の
方
途
が
た
た
な
く
な
っ
た

窮
状
を
久
左
衛
門
に
訴
え
、
返
済
を
猶
予
さ
れ
て
書
き
改
め
た
出
世
証
文
で
あ
る
。
文
言
の
な
か
で
の
表
現
は
「
出
情
返
金
証
文
」
と

な
っ
て
い
る
。
許
容
さ
れ
た
内
容
は
、
元
金
の
一
二
％
に
相
当
す
る
金
一
六
両
三
分
と
銀
三
匁
は
す
で
に
返
済
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
一

三
％
に
あ
た
る
金
一
八
両
と
銀
一
二
匁
は
、
文
政
一
〇
年
一
二
月
ま
で
に
返
金
す
る
こ
と
。
元
金
の
七
五
％
に
あ
た
る
残
金
は
、
弥
左

衛
門
が
出
情
次
第
返
金
す
る
こ
と
。

地
方
商
人
で
あ
る
弥
左
衛
門
に
久
左
衛
門
が
出
世
証
文
を
許
容
し
た
背
景
に
は
、
信
州
が
松
居
家
の
商
圏
で
あ
り
、
下
諏
訪
は
近
江

商
人
が
よ
く
利
用
し
た
中
山
道
の
宿
駅
で
あ
り
、
馴
染
が
深
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
③

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
天
保
九
戌
年
二
月
認
　
金
高
五
拾
五
両
　
出
情
返
済
証
文
　
但
祇
園
新
地
富
永
町
井
筒
屋
庄
兵
衛
外
七
人
取
金
八
十
両
江
入
置

残
リ
　
京
河
原
町
三
条
下
ル
三
町
目
南
車
屋
町
　
伊
勢
屋
和
助
」



第
五
六
巻
第
三
号

八

（
三
六
三
）

出
世
証
文
之
事

一
　
先
達
而
私
口
入
仕
祇
園
新
地
富
永
町
井
筒
屋
庄
兵
衛
此
外
七
人
江
金
高
八
拾
両
御
出
金
、
則
貸
付
会
所
改
証
文
を
以
去
ル
巳

正
月
御
貸
付
置
被
成
候
処
、
其
後
追
々
ニ
元
入
金
五
拾
五
両
私
方
江
請
取
置
、
外
ニ
弐
拾
五
両
者
其
御
方
江
直
々
御
請
取
、

都
合
八
拾
両
皆
済
ニ
相
成
候
ニ
付
、
右
貸
先
連
印
中
よ
り
証
文
御
差
戻
可
有
之
候
様
申
出
候
処
、
右
五
拾
五
両
之
分
私
よ
り

未
御
渡
シ
不
申
候
故
御
存
無
之
候
ニ
付
、
御
取
調
之
義
御
引
合
中
不
存
寄
当
廿
五
日
其
御
方
并
貸
付
御
会
所
相
手
取
金

□
□

（
ム
シ
ク
イ
）

返
済
証
文
不
戻
出
入
申
立
種
々
偽
之
儀
を
書
載
、
右
井
筒
屋
庄
兵
衛
已
下
八
人
よ
り
御
訴
訟
申
上
候
段
、
承
知
仕
驚

入
候
、
然
ル
処
願
人
中
不
行
届
之
義
も
有
之
候
上
、
不
束
之
書
面
を
以
御
願
申
上
候
段
逐
一
御
返
答
可
被
成
趣
、
右
候
而
者

願
人
中
申
披
無
御
座
由
ニ
而
、
右
御
訴
訟
者
願
下
ケ
ニ
相
成
、
仍
之
私
手
元
御
糺
被
成
申
訳
ケ
茂
無
之
次
第
、
右
不
束
之
願

上
方
与
申
も
、
全
私
不
埒
よ
り
事
替
候
義
ニ
付
、
是
迄
請
取
候
時
々
御
渡
可
申
義
者
不
申
及
、
右
手
元
江
入
込
候
元
入
金
五

拾
五
両
早
速
御
渡
可
申
之
処
、
何
分
必
至
難
渋
ニ
相
暮
当
時
金
子
手
使
茂
無
御
座
候
ニ
付
、
何
卒
暫
御
待
被
下
候
様
御
頼
申

入
候
処
、
前
件
不
束
之
訳
柄
被
申
余
程
之
金
子
ニ
付
御
聞
入
被
成
か
た
く
旨
御
尤
、
重
々
不
埒
之
義
何
共
申
上
様
無
之
候
得

共
、
段
々
御
歎
申
入
候
ニ
付
格
別
御
勘
弁
を
以
御
聞
済
被
下
千
万
忝
奉
存
候
、
尤
立
身
仕
次
第
早
速
入
込
分
五
拾
五
両
返
済

可
仕
候
、
右
之
趣
子
々
孫
々
ニ
至
迄
聊
忘
却
仕
間
敷
候
、
為
後
日
出
世
証
文
仍
（
而欠

）
如
件柳

馬
場
押
小
路
下
ル
罷
在

当
時
河
原
町
三
条
下
ル
三
町
目

天
保
九
戌
年
二
月
廿
九
日

伊
勢
屋
和
助
　
印

近
江
屋
嘉
兵
衛
殿



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

九

（
三
六
二
）

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
の
こ
の
証
文
は
、
表
題
か
ら
す
で
に
「
出
世
証
文
」
と
謳
っ
て
い
る
。
宛
先
の
近
江
屋
嘉
兵
衛
と
い
う
の
は
、

星
久
の
京
都
出
店
の
店
名
前
で
あ
る

（
５
）
。
内
容
は
、
貸
付
会
所
を
通
し
て
近
江
屋
嘉
兵
衛
が
、
京
都
在
住
の
伊
勢
屋
和
助
を
仲
介
と
し
て
、

祇
園
の
井
筒
屋
庄
兵
衛
以
下
八
人
へ
融
資
し
た
八
〇
両
の
う
ち
、
返
金
二
五
両
は
近
江
屋
嘉
兵
衛
へ
直
接
手
渡
さ
れ
た
が
、
残
り
の
五

五
両
は
追
々
に
債
務
者
か
ら
仲
介
者
の
和
助
の
手
元
へ
返
金
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
和
助
が
そ
の
返
金
を
近
江
屋
嘉
兵
衛
へ
渡
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
借
入
金
を
皆
済
し
た
つ
も
り
の
債
務
者
八
人
は
、
借
用
証
文
の
返
却
を
申
し
入
れ
て
訴
訟
に
な
っ
た
。
和
助
と
し
て

は
、
た
だ
ち
に
五
五
両
を
近
江
屋
嘉
兵
衛
へ
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
れ
も
不
可
能
な
の
で
、
今
し
ば
ら
く
の
返
金
猶
予
を
許

容
し
て
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
忝
い
。
こ
の
上
は
立
身
次
第
に
返
済
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
子
々
孫
々
ま
で
忘
却
し
な
い
、

と
誓
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

星
久
の
出
店
は
、
三
条
高
倉
東
入
町
に
あ
っ
た
。
融
資
の
仲
介
者
と
な
っ
た
伊
勢
屋
和
助
が
返
済
金
を
着
服
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

近
所
の
誼
を
も
っ
て
星
久
側
が
寛
大
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

史
料
④

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
天
保
九
年
戌
七
月
認
　
証
文
　
壱
通
　
勝
堂
村
五
兵
衛
　
金
九
百
拾
両
出
情
被
致
候
節
、
返
金
証
文
也
　
（
朱
筆
）
貸
滞
金
帳

印
」

指
入
申
一
札
之
事

一
　
金
千
三
百
両
也
　
　
　
　
　
但
シ
通
用
金

内
金
三
百
九
拾
両
者
相
渡
ス



第
五
六
巻
第
三
号

一
〇

（
三
六
一
）

右
之
金
子
此
度
皆
済
可
仕
筈
之
所
、
存
外
不
仕
合
ニ
付
差
当
リ
調
金
難
出
来
当
惑
仕
、
折
入
而
御
勘
弁
方
相
願
候
所
、
厚
御

憐
憫
之
御
慈
悲
ヲ
以
追
々
身
上
取
立
出
情
次
第
返
金
可
仕
対
談
ニ
而
御
得
心
被
成
下
難
有
奉
存
候
、
然
ル
上
者
相
当
之
身
分

ニ
も
相
成
候
得
者
、
不
実
不
仕
候
様
返
済
可
仕
候
、
依
之
入
置
申
一
札
如
件

愛
知
郡
勝
堂
村

天
保
九
年

借
主
　
五
兵
衛
　
　
印

戌
七
月
日

証
人
　
伊
右
衛
門
　
印

位
田
村

松
居
久
左
衛
門
殿

こ
の
証
文
は
、
久
左
衛
門
か
ら
一
三
〇
〇
両
を
借
用
し
た
近
傍
の
愛
知
郡
勝
堂
村
に
居
住
す
る
五
兵
衛
が
、
元
金
の
わ
ず
か
三
割
に

相
当
す
る
三
九
〇
両
を
返
済
し
た
だ
け
で
、
七
割
を
占
め
る
残
金
の
九
一
〇
両
は
出
情
後
に
返
済
す
る
こ
と
を
約
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
相
当
之
身
分
」
に
な
る
ま
で
、
と
い
う
よ
う
な
極
め
て
あ
や
ふ
や
な
将
来
を
担
保
に
返
済
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
。
五
兵
衛
が
一
三
〇
〇

両
の
借
用
金
を
何
の
た
め
に
使
用
し
た
の
か
は
、
借
用
証
文
の
文
言
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

史
料
⑤

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
天
保
十
亥
八
月
認
　
出
情
証
文
壱
通
　
高
五
百
廿
両
　
出
情
次
第
追
々
返
済
定
　
借
用
人
　
村
　
長
右
衛
門
　
証
人
四
人
印

（
朱
筆
）
貸
滞
金
帳
」



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

一
一

（
三
六
〇
）

一
札
之
事

一
　
私
シ
義
、
先
年
よ
り
貴
殿
方
ニ
而
御
恩
借
仕
、
中
国
筋
江
商
内
致
居
候
所
、
近
来
掛
方
追
々
相
滞
御
返
金
御
違
約
ニ
相
成
申
訳
ケ

も
無
御
座
候
、
左
之
通
御
願
申
上
候
　
則

一
　
金
七
百
七
拾
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
用
金
〆
高

右
之
内

金
弐
百
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
屋
敷
諸
道
具
畑
薮
売
払
代
金
差
上
候

金
五
拾
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
村
佐
右
衛
門
よ
り
借
用
金
請
判
弁
金
差
上
候

〆引
残
リ
金
五
百
廿
両
也

右
引
残
リ
金
当
時
御
返
済
手
段
無
之
ニ
付
、
親
類
中
を
以
段
々
御
歎
願
申
上
候
所
、
厚
御
勘
弁
ヲ
以
此
後
出
情
仕
候
節
、
追
々
御

返
金
可
致
様
被
仰
下
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
上
者
向
後
相
働
き
出
情
次
第
多
少
と
も
追
々
御
返
金
可
申
候
、
為
其
一
札
差
上

置
候
所
仍
而
如
件

天
保
十
己
亥
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
人
　長

右
衛
門
　
　
　
印

親
類
証
人

忠
五
郎
　
　
　
　
印

右
同
断中

村
庄
左
衛
門
　
印
　



第
五
六
巻
第
三
号

一
二

（
三
五
九
）

右
同
断佐

右
衛
門
　
　
　
印

右
同
断忠

兵
衛
　
　
　
　
印

当
村松

居
久
三
郎
殿

こ
の
証
文
の
宛
名
の
久
三
郎
は
、
久
左
衛
門
の
幼
名
で
あ
り
、
公
的
に
は
後
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
名
前
で
あ
る

（
６
）
。
証
文
に
記
さ
れ
た

文
言
か
ら
次
の
よ
う
な
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
借
主
の
長
右
衛
門
は
、
中
国
地
方
へ
持
下
り
商
い
に
出
か
け
て
商
い
を
し
て
い

た
他
国
稼
ぎ
の
近
江
商
人
で
あ
る
こ
と
。
売
掛
金
の
焦
げ
付
き
が
生
じ
て
、
借
用
金
の
返
済
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
。
示
談
に
よ
っ
て

借
入
金
の
七
七
〇
両
の
う
ち
、
二
〇
〇
両
は
「
家
屋
敷
諸
道
具
畑
薮
売
払
代
金
差
上
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
分
散
処
分
し

て
調
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
五
〇
両
は
、
同
村
の
佐
右
衛
門
か
ら
調
達
し
た
弁
済
金
で
あ
る
。
借
用
金
の
六
七
・
五
％
に

相
当
す
る
残
金
五
二
〇
両
に
つ
い
て
は
、
出
情
次
第
に
多
少
共
返
済
し
て
い
く
こ
と
を
約
し
た
出
世
証
文
に
書
き
改
め
る
こ
と
に
貸
主

と
借
主
の
双
方
が
合
意
し
て
い
る
。
商
人
同
士
の
貸
借
関
係
で
あ
り
、
利
息
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
以
上
、
無
利
息
の
営
業
資
金
の

貸
付
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

史
料
⑥

（
包
紙
ウ
ハ
書
）



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

一
三

（
三
五
八
）

「
天
保
十
三
寅
三
月
認
　
出
情
返
済
証
文
壱
通
　
金
高
九
十
八
両
弐
分
　
北
之
庄
　
中
村
与
七
　
同
村
証
人
　
中
村
西
右
衛
門

（
朱
筆
）
貸
滞
金
帳
記
ス
」

一
札
之
事

一
　
金
三
百
七
拾
三
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
金
借
用
高

右
之
内

一
　
金
九
拾
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
相
渡
候

一
　
金
百
八
拾
六
両
弐
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
容
赦
被
下
候
分

〆

引
残
テ
　
金
九
拾
六
両
弐
歩
也

右
引
残
リ
金
当
時
御
返
済
手
当
無
之
候
ニ
付
、
出
情
次
第
追
々
御
返
金
御
頼
申
上
候
所
、
御
承
知
被
下
難
有
奉
存
候
、
然
ル
上
者

格
別
之
御
恩
金
之
義
ニ
候
得
者
、
出
情
致
候
上
者
急
度
御
返
金
可
仕
候
、
為
後
日
一
札
仍
而
如
件

天
保
十
三
寅
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
之
庄
村

三
月

中
村
与
七
　
印

同
村
証
人
　

中
村
西
右
衛
門
　
印

松
居
久
左
衛
門
殿

借
主
の
中
村
与
七
が
住
む
北
之
庄
村
は
、
久
左
衛
門
の
本
宅
の
あ
る
位
田
村
の
隣
村
で
あ
り
、
明
治
初
期
に
宮
荘
村
と
な
っ
た
。
証



第
五
六
巻
第
三
号

一
四

（
三
五
七
）

文
に
よ
れ
ば
、
元
金
三
七
三
両
を
借
り
た
与
七
は
、
九
〇
両
だ
け
を
正
金
で
返
済
し
、
元
金
の
半
分
に
相
当
す
る
一
八
六
両
二
分
は
債

務
免
除
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
。
残
金
の
九
六
両
二
分
に
つ
い
て
は
出
世
払
い
に
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
借
用
金
の
半

額
を
免
除
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
残
金
を
「
御
恩
金
」
と
称
し
て
、
出
精
の
う
え
で
必
ず
返
済
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
証
文
の

文
言
か
ら
は
、
与
七
の
営
業
種
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

史
料
⑦

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
天
保
十
五
辰
八
月
認
　
出
情
証
文
壱
通
　
高
五
十
弐
両
　
当
人
　
村
　
茂
助
　
但
善
兵
衛
事
　
証
人
　
庄
右
衛
門
　
次
右
衛
門
」

引
負
金
出
情
証
文
之
事

一
　
金
五
拾
弐
両
也

右
件
之
金
子
私
義
去
ル
丑
年
三
月
御
奉
公
ニ
御
召
抱
被
下
難
有
忠
勤
相
励
可
申
之
処
、
其
後
不
埒
之
働
仕
候
ニ
付
き
右
翌
寅
年
七

月
御
詮
議
ニ
預
リ
候
処
、
前
書
之
金
高
勤
仕
中
引
負
仕
候
条
一
言
之
申
分
無
御
座
候
、
依
之
右
引
負
金
速
ニ
御
返
金
可
仕
筈
、
困

窮
之
私
義
ニ
付
暫
御
猶
予
被
成
下
、
則
其
節
御
暇
被
為
下
重
々
奉
恐
入
候
、
全
心
得
違
ニ
而
御
高
恩
不
顧
段
追
々
光マ

マ

悔
仕
、
前
件

之
金
子
私
聊
ニ
而
も
出
情
ニ
望
候
ハ
ヽ
連
々
ニ
而
茂
御
返
金
仕
度
、
伏
而
御
頼
申
上
候
処
、
格
別
之
御
仁
恵
ヲ
以
御
聞
届
被
成
下

冥
加
至
極
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
上
者
向
後
弥
改
心
仕
出
情
次
第
急
度
御
返
金
可
仕
候
、
万
一
其
節
異
儀
仕
候
ハ
ヽ
如
何
様

之
御
取
計
被
成
下
候
共
一
言
之
申
披
無
御
座
候
、
為
後
日
引
負
恩
借
証
文
仍
而
如
件

天
保
十
五
甲
辰
年

本
人

八
月

茂
　
助
　
印



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

一
五

（
三
五
六
）

茂
助
兄

庄
三
郎
　
印

松
居
久
左
衛
門
様

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
、
右
茂
助
願
之
通
出
情
次
第
無
相
違
急
度
御
返
金
為
致
可
申
候
、
為
後
証
之
奥
書
調
印
仕
候
処
仍
而
如
件

証
人次

右
衛
門
　
印

同
庄
右
衛
門
　
印

表
題
に
「
出
情
証
文
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
出
世
証
文
は
、
奉
公
中
の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
五
二
両
の
引
負
金
が
発
覚
し
て
解
雇

さ
れ
た
善
兵
衛
事
、
本
名
茂
助
が
差
し
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
早
速
に
返
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
ば
ら
く
の
猶
予
を

願
い
、
出
精
し
て
返
済
す
る
こ
と
を
許
容
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
主
家
へ
の
謝
意
を
表
明
し
て
い
る
。
当
人
に
並
ん
で
兄
の
庄
兵
衛
も

連
署
し
、
他
に
二
名
の
証
人
が
奥
書
調
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
定
の
遵
守
を
強
調
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
利
息
に
関
す
る
文

言
は
見
当
ら
な
い
。

史
料
⑧

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
八
島
村
森
野
八
郎
右
衛
門
殿
へ
天
保
十
二
辛
丑
年
三
月
金
弐
百
両
取
替
候
処
、
不
如
意
ニ
相
成
道
具
金
子
ニ
而
請
取
、
引
残
り



第
五
六
巻
第
三
号

一
六

（
三
五
五
）

金
用
捨
致
、
借
用
証
文
返
シ
候
ニ
付
、
礼
一
札
被
遣
候
書
附
壱
通
入
　
弘
化
二
乙
巳
二
月
認
」

一
札
之
事

一
　
先
年
貴
殿
よ
り
御
借
用
金
左
ニ

覚

天
保
十
二
辛
丑
年
三
月

一
　
金
弐
百
両
也
　
元
金

丑
十
二
月
右
日
限
、
利
足
月
六
朱

右
借
用
仕
候
処
、
不
如
意
ニ
相
成
返
済
相
滞
候
ニ
付
、
日
吉
村
宇
右
衛
門
ヲ
以
勘
弁
方
段
々
御
頼
申
入
候
処
、
左
之
通
リ

卯
八
月

一
　
金
八
拾
四
両
也
　
　
諸
道
具
ニ
而
御
渡
申
上
候

卯
八
月

一
　
た
以
加
堂
之
絵
　
　
屏
風
一
双

巳
二
月

一
　
金
五
両
也
　
　
　
　
正
金
御
渡
申
候

〆

右
三
品
御
渡
申
候
而
、
元
利
共
皆
済
御
聞
被
入
御
承
知
被
成
下
、
借
用
証
文
御
返
し
被
下
、
千
万
忝
仕
合
ニ
奉
存
候
、
永
々
御
恩

忘
却
不
仕
候
、
為
後
日
御
礼
一
札
仍
而
如
件

弘
化
二
乙
巳
年
　
　

八
島
村



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

一
七

（
三
五
四
）

二
月
日

八
郎
右
衛
門
　
印

位
田
村

松
居
久
左
衛
門
殿

湖
北
に
位
置
す
る
彦
根
藩
領
浅
井
郡
八
島
村
の
八
郎
右
衛
門
が
、
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
三
月
に
借
用
し
た
月
六
朱
の
利
息
の
つ

い
た
元
金
二
〇
〇
両
を
期
限
の
同
年
一
二
月
ま
で
に
返
済
で
き
ず
、
三
年
以
上
経
過
し
た
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
二
月
に
、
久
左
衛
門

の
寛
大
な
計
ら
い
に
よ
っ
て
元
利
皆
済
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
認
め
た
御
礼
証
文
で
あ
る
。
皆
済
の
内
容
は
、
天
保
一
四
年
八
月
に

八
四
両
分
を
諸
道
具
で
返
済
し
、
さ
ら
に
別
に
「
た
以
加
堂
之
絵
」
で
あ
る
屏
風
一
双
を
特
記
し
て
い
る
。
弘
化
二
年
二
月
に
正
金
で

五
両
を
払
っ
て
、
借
用
証
文
を
返
却
し
て
も
ら
い
、
元
利
完
済
と
な
っ
て
い
る
。

明
示
さ
れ
た
返
済
金
額
は
八
九
両
の
み
で
あ
る
か
ら
、
屏
風
一
双
が
残
り
の
元
利
に
相
当
す
る
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
屏

風
は
大
雅
堂
と
号
し
た
池
大
雅
の
屏
風
絵
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
返
済
が
三
年
以
上
も
延
引
し
、
ほ
と
ん
ど
物
納
で
皆
済
と
な
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
八
郎
右
衛
門
の
泣
訴
が
受
け
い
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
長
く
御
恩
を
忘
却
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
「
一

札
之
事
」
と
題
す
る
事
実
上
の
御
礼
証
文
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

史
料
⑨

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
弘
化
五
申
三
月
認
　
御
礼
一
札
　
金
三
百
両
貸
金
之
分
不
如
意
ニ
付
不
残
用
捨
致
遣
候
間
証
文
返
申
候
　
依
而
此
一
札
被
遣
候



第
五
六
巻
第
三
号

一
八

（
三
五
三
）

事
　
カ
ネ
吉
　
吉
右
衛
門
」

御
礼
一
札
之
事

一
　
貴
家
様
よ
り
金
三
百
両
、
利
足
月
六
朱
、
未
九
月
よ
り
当
申
二
月
晦
日
限
借
用
仕
居
候
処
、
近
来
拙
家
不
勝
手
ニ
相
成
、
今

般
御
親
類
中
江
仕
法
立
相
頼
申
上
候
所
、
御
承
知
之
上
所
持
之
品
々
売
払
申
候
而
借
財
金
返
済
方
夫
々
仕
候
、
然
ル
所
跡
々
相
続

手
当
金
被
成
下
候
儀
ニ
付
、
貴
家
様
よ
り
借
用
金
三
百
両
不
残
御
用
捨
被
成
下
、
証
文
御
返
却
被
下
慥
ニ
請
取
申
候
、
御
厚
志
之

段
千
万
忝
子
孫
迄
毛
頭
忘
却
不
仕
候
、
依
之
為
後
日
仍
而
如
件

弘
化
五
年

吉
右
衛
門
　
印

戊
申
三
月
　

松
居
久
左
衛
門
様

金
三
〇
〇
両
を
月
六
朱
の
利
息
付
で
借
り
た
吉
右
衛
門
の
居
住
地
は
明
ら
か
で
な
い
。
文
言
に
よ
れ
ば
、
約
定
の
半
年
間
が
過
ぎ
て

も
返
済
で
き
な
か
っ
た
吉
右
衛
門
は
、
所
持
の
品
々
を
売
り
払
っ
て
方
々
か
ら
の
借
財
金
の
返
済
に
充
て
た
が
、
後
々
の
相
続
資
金
も

必
要
で
あ
ろ
う
と
の
配
慮
か
ら
、
松
居
久
左
衛
門
か
ら
の
吉
右
衛
門
へ
の
貸
付
金
は
全
額
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
借
用
証
文
も
返

却
さ
れ
た
こ
と
等
が
分
る
。
こ
の
御
礼
証
文
は
、
久
左
衛
門
に
よ
る
寛
典
を
吉
左
衛
門
が
子
孫
に
い
た
る
ま
で
忘
却
し
な
い
こ
と
を
誓

約
し
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
⑩

（
包
紙
ウ
ハ
書
）



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

一
九

（
三
五
二
）

「
金
高
千
両
用
捨
致
遣
し
礼
一
札
差
入
被
成
証
書
　
嘉
永
二
年
酉
閏
四
月
　
京
東
洞
院
　
近
江
屋
孝
三
郎
」

差
入
申
御
礼
一
札
之
事

一
　
金
千
両
也

右
者
元
金
高
弐
千
両
也
、
従
来
借
用
仕
罷
有
候
所
、
近
来
不
如
意
ニ
相
成
、
御
返
済
難
出
来
依
、
仕
法
立
を
以
御
勘
弁
方
御

願
申
上
候
所
、
格
別
之
御
憐
憫
を
以
書
面
之
金
高
御
容
赦
被
成
下
候
義
、
御
懇
情
之
段
重
々
忝
奉
存
候
、
御
蔭
を
以
永
続
可

仕
、
此
段
厚
御
礼
申
上
候
、
右
御
高
恩
之
程
永
々
忘
却
仕
間
敷
候
、
為
御
礼
差
入
申
一
札
仍
而
如
件

嘉
永
二
酉
年

近
江
屋
孝
三
郎
　
印

閏
四
月

善
右
衛
門
　
印

嘉
助
　
印

松
居
久
左
衛
門
殿

こ
れ
は
元
金
二
〇
〇
〇
両
を
久
左
衛
門
か
ら
借
り
受
け
た
京
都
の
近
江
屋
孝
三
郎
が
、
窮
状
を
訴
え
て
半
金
の
一
〇
〇
〇
両
を
債
務

免
除
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
の
御
礼
証
文
で
あ
る
。
孝
三
郎
は
屋
号
を
も
ち
、
こ
の
恩
典
に
よ
っ
て

永
続
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
何
ら
か
の
商
い
を
営
む
商
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
型
ど
お
り
の
文
言
で
は

あ
る
が
、
文
末
で
久
左
衛
門
の
厚
恩
を
長
く
忘
れ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

史
料
⑪

（
包
紙
ウ
ハ
書
）



第
五
六
巻
第
三
号

二
〇

（
三
五
一
）

「
金
三
拾
両
用
捨
遣
シ
ニ
付
　
御
礼
証
文
一
札
入
　
嘉
永
四
年
亥
三
月
　
下
八
木
村
　
当
人
五
郎
兵
衛
　
証
人
兄
　
武
兵
衛
　
近

親
　
彦
根
糀
屋
利
兵
衛
　
京
藤
村
屋
忠
兵
衛
」

御
礼
一
札
之
事

一
　
金
三
拾
両
也
　
　
　
　
　
嘉
永
三
庚
戌
年
四
月
晦
日
借
用
仕
候

外
ニ
御
利
足

但
し
住
居
家
屋
敷
為
引
当
指
金
候
、
尤
村
役
人
奥
書
調
印

右
之
金
子
当
四
月
晦
日
限
元
利
共
御
返
済
可
申
約
定
ニ
而
借
用
仕
候
所
、
不
如
意
必
至
難
渋
困
窮
ニ
付
、
今
般
近
親
我
等
よ

り
右
御
借
用
金
御
用
捨
可
被
成
下
段
、
御
頼
奉
申
上
候
所
、
御
格
別
之
御
仁
情
ヲ
以
御
聞
済
被
成
下
、
則
書
入
証
文
御
戻
シ

被
下
難
有
慥
ニ
請
取
申
候
、
尤
も
此
度
聊
堂
り
と
茂
配
当
を
以
御
頼
可
奉
申
上
筈
ニ
御
座
候
所
、
無
之
義
御
勘
弁
被
成
下

重
々
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
上
ハ
我
等
在
世
中
ハ
不
及
申
子
孫
ニ
至
迄
御
高
恩
忘
却
仕
間
敷
候
、
自
然
向
後
立
身
出
世

仕
候
刻
ハ
、
為
御
冥
加
右
金
子
御
返
済
可
仕
候
、
若
其
節
当
人
又
ハ
脇
よ
り
不
当
申
出
候
ト
茂
加
判
之
者
よ
り
急
度
御
厚
礼

御
挨
拶
可
奉
申
上
候
、
為
後
日
御
礼
一
札
仍
而
如
件

愛
知
郡
下
八
木
村

当
人

五
郎
兵
衛
　
印

嘉
永
四
辛
亥
年

証
人
　
兄
弟

武
兵
衛
　
印

三
月

彦
根
瓦
焼
町

近
親
　
糀
屋
利
兵
衛
　
印

京



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

二
一

（
三
五
〇
） 藤

村
屋
忠
兵
衛
　
印

松
居
久
左
衛
門
様

こ
の
一
札
は
、
債
務
免
除
の
御
礼
証
文
で
あ
る
と
同
時
に
出
世
証
文
と
も
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
金
三
〇
両
を
嘉
永
三
年
四
月
限

り
に
住
居
の
家
屋
敷
を
抵
当
に
、
村
役
人
奥
書
調
印
の
上
で
借
り
入
れ
た
近
隣
の
彦
根
藩
領
愛
知
郡
下
八
木
村
の
五
郎
兵
衛
が
、
返
済

困
難
と
な
り
、
全
額
債
務
免
除
の
申
し
出
を
許
容
さ
れ
、
書
入
証
文
を
返
却
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
御
礼
一
札
で
あ
る
。
債
務
者
の

五
郎
兵
衛
は
、
本
来
な
ら
分
散
し
て
い
さ
さ
か
で
も
弁
済
に
充
て
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
も
免
除
し
て
も
ら
い
、
今
後
子
孫
に
い
た

る
ま
で
高
恩
を
忘
れ
ず
、
立
身
出
世
次
第
返
済
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
兄
お
よ
び
彦
根
と
京
都
の
近
親
が
証
人
と
な
っ
て
い
て
、

後
日
の
返
済
を
確
約
し
、
久
左
衛
門
の
跡
懸
り
権
を
一
層
保
証
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
居
住
す
る
家
屋
敷
を
抵
当
に
入
れ
て
の
借

財
で
あ
っ
た
の
で
、
分
散
処
分
を
免
れ
る
た
め
に
限
月
前
の
三
月
に
債
務
免
除
を
申
し
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

史
料
⑫

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
嘉
永
五
年
子
九
月
　
一
札
　
高
三
千
両
貸
金
済
方
ニ
而
相
成
礼
書
　
但
内
千
五
百
両
用
捨
遣
し
候
ニ
付
礼
一
札
　
京
四
条
烏
丸

東
入
　
近
江
屋
宇
兵
衛
」

一
札

一
　
金
三
千
両
也

右
之
通
借
用
仕
置
候
処
、
今
度
必
至
難
渋
不
融
通
ニ
付
当
金
千
五
百
両
ニ
而
御
勘
弁
被
下
、
莫
太
之
金
子
御
用
捨
ニ
預
リ
為



第
五
六
巻
第
三
号

二
二

（
三
四
九
）

御
済
被
下
千
万
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
上
者
以
後
大
恩
忘
却
不
仕
家
業
相
続
可
仕
候
、
為
其
御
礼
一
札
仍
而
如
件

嘉
永
五
年

京
四
条
烏
丸
東
江
入
町

子
九
月

近
江
屋
宇
兵
衛
　
印

松
居
久
左
衛
門
様

こ
れ
は
、
三
〇
〇
〇
両
の
借
入
金
の
う
ち
、
半
金
一
五
〇
〇
両
の
債
務
免
除
を
受
け
た
こ
と
へ
の
御
礼
証
文
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
両

は
、
こ
の
一
四
通
の
松
居
家
の
出
世
証
文
・
御
礼
証
文
に
見
ら
れ
る
債
務
免
除
の
な
か
で
も
最
高
額
で
あ
る
。
債
務
免
除
を
受
け
た
の

は
京
都
の
近
江
屋
宇
兵
衛
で
あ
る
。
借
入
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
や
「
家
業
相
続
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
商
い
を
営

む
商
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
⑬

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
安
政
二
卯
年
九
月
認
　
御
礼
一
札
　
金
高
弐
百
五
十
両
貸
金
　
内
　
五
拾
両
　
当
金
受
取
　
引
残
金
弐
百
両
用
捨
済
致
遣
し
候

ニ
付
礼
書
　
位
田
村
　
源
左
衛
門
」

御
礼
一
札
之
事

一
　
我
等
是
迄
御
取
引
被
下
候
所
、
去
ル
嘉
永
七
甲
寅
年
借
用
金
高
弐
百
五
拾
両
御
座
候
所
、
返
済
不
納マ

マ

ニ
相
成
申
訳
も
無
之
次

第
ニ
候
、
然
ル
所
済
方
之
義
段
々
御
頼
申
上
候
所
、
格
別
之
御
勘
弁
ヲ
以
右
金
弐
百
五
拾
両
五
ケ
一
金
五
拾
両
差
入
、
残
金

弐
百
両
御
恵
被
下
皆
済
ニ
被
成
下
候
段
、
重
々
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
御
厚
恩
之
程
永
世
忘
却
致
間
敷
、
仍
之
御
一
族
御



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

二
三

（
三
四
八
）

長
久
御
繁
栄
可
祈
候
、
為
後
日
御
礼
一
証
如
件

安
政
二
乙
卯
年

位
田
村

九
月
廿
五
日

源
左
衛
門
　
印

松
居
久
左
衛
門
殿

こ
れ
は
同
じ
位
田
村
に
住
む
源
左
衛
門
が
、
取
引
先
で
あ
る
松
居
家
久
左
衛
門
か
ら
借
用
し
た
二
五
〇
両
の
返
済
が
で
き
な
く
な
り
、

五
分
の
一
に
あ
た
る
五
〇
両
だ
け
を
返
し
て
、
残
り
二
〇
〇
両
の
債
務
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
の
御
礼

証
文
で
あ
る
。
源
左
衛
門
は
こ
の
厚
恩
を
永
世
に
わ
た
っ
て
忘
却
せ
ず
、
久
左
衛
門
一
族
の
長
久
の
繁
栄
を
祈
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

商
用
に
関
す
る
借
入
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
⑭

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「
安
政
五
年
午
四
月
認
〆
　
上
　
取
替
金
百
五
拾
両
致
候
内
、
五
拾
両
用
捨
致
遣
し
候
ニ
付
礼
一
札
被
遣
候
分
　
村
　
庄
兵
衛
」

指
入
申
御
礼
一
札
之
事

一
　
嘉
永
七
寅
年
商
売
元
手
金
百
五
拾
両
也
御
借
用
申
候
所
実
証
也
、
然
ル
処
商
内
場
ニ
て
不
慮
之
大
損
仕
御
返
済
難
相
成
ニ
付
、

元
金
百
五
拾
両
之
内
金
百
両
御
返
金
仕
、
残
り
金
五
拾
両
御
赦
免
御
願
申
上
候
所
、
御
聞
済
被
下
、
且
又
右
利
足
此
度
金
壱

両
ニ
而
御
容
赦
御
願
、
是
又
御
聞
済
被
成
下
重
々
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
御
礼
一
札
仍
而
如
件

安
政
五
午
年

村
　
庄
兵
衛
　
印



第
五
六
巻
第
三
号

二
四

（
三
四
七
）

四
月

松
居
太
七
様

こ
の
証
文
の
宛
名
が
松
居
太
七
様
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
安
政
五
年
に
は
久
左
衛
門
遊
見
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
五
代
目
久

左
衛
門
松
涛
の
時
代
で
あ
り
、
遊
見
の
三
男
で
あ
る
太
七
が
後
見
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

（
７
）
。
文
言
の
内
容
か
ら
、
商
売
の
元
手
金
と

し
て
遊
見
存
命
中
の
嘉
永
七
年
か
ら
四
年
間
に
渡
っ
て
一
五
〇
両
を
借
用
し
た
位
田
村
の
庄
兵
衛
が
、
商
用
先
で
不
慮
の
大
損
を
し
て

返
済
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
一
〇
〇
両
だ
け
返
済
し
、
残
り
五
〇
両
の
免
除
を
受
け
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

一
五
〇
両
に
は
、
率
は
不
明
な
が
ら
利
息
が
付
い
て
い
た
が
、
そ
の
利
息
総
額
も
形
式
的
に
一
両
で
用
捨
と
な
っ
て
い
る
。
債
務
と
利

息
の
免
除
に
対
す
る
御
礼
証
文
で
あ
る
。

む
す
び
に
代
え
て

以
上
に
み
て
き
た
史
料
①
〜
史
料
⑭
ま
で
の
証
文
類
は
、
借
用
金
の
大
部
分
を
出
情
（
出
精
）
後
に
返
済
す
る
こ
と
を
約
定
し
た
「
出

世
証
文
」
と
、
借
用
金
の
全
額
も
し
く
は
一
定
額
を
債
務
免
除
し
た
だ
け
で
、
将
来
の
出
情
後
の
返
済
を
誓
約
す
る
文
言
を
欠
い
た

「
御
礼
証
文
」
に
分
け
ら
れ
る
。
債
権
者
の
松
居
家
側
で
は
、「
出
世
証
文
」
を
包
紙
ウ
ハ
書
の
文
言
に
み
る
よ
う
に
「
出
情
証
文
」
と

表
記
し
て
い
る
。

史
料
⑥
は
、
借
用
金
の
四
分
の
一
を
返
済
し
た
だ
け
で
、
半
額
を
債
務
免
除
さ
れ
、
残
り
の
四
分
の
一
を
出
情
後
に
返
済
す
る
こ
と

を
約
し
た
場
合
は
、「
御
礼
証
文
」
で
は
な
く
「
出
情
証
文
」
と
記
さ
れ
、
史
料
⑪
の
よ
う
に
、
全
額
を
免
除
さ
れ
て
、
そ
れ
を
立
身
出

世
後
に
返
済
す
る
こ
と
を
約
し
た
場
合
は
、「
出
情
証
文
」
と
は
記
さ
ず
に
「
御
礼
証
文
」
と
表
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
貸
主
の



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

二
五

（
三
四
六
）

松
居
家
側
に
は
、「
出
情
証
文
」
と
「
御
礼
証
文
」
と
の
間
に
厳
密
な
区
分
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
両

者
は
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
部
分
が
物
納
に
よ
っ
て
皆
済
さ
れ
た
形
を
と
っ
た
史
料
⑧
の
二
〇
〇
両
を
除
い
て
、

松
居
家
の
「
出
情
証
文
」
と
「
御
礼
証
文
」
に
よ
る
債
務
免
除
の
金
額
は
五
七
〇
五
両
に
上
る
。
遊
見
の
没
し
た
安
政
二
（
一
八
五
五
）

年
の
松
居
家
の
純
資
産
は
金
に
換
算
し
て
八
万
三
一
四
七
両
と
い
わ
れ
る
か
ら

（
８
）
、
事
実
上
の
債
務
免
除
額
は
純
資
産
の
約
七
％
に
相
当

す
る
。
ま
た
、
文
政
年
間
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
松
居
家
の
経
営
で
は
、
絹
布
・
綿
布
・
麻
布
の
商
品
部
門
か
ら
金
銀
貸
付
部
門
へ
商

い
の
重
点
が
移
行
す
る
時
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
９
）
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
「
出
世
証
文
」
・
「
御
礼
証
文
」
の
作
成
さ
れ
た
期
間

は
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
三
月
の
史
料
①
を
は
じ
め
す
べ
て
こ
の
移
行
期
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
資
金
貸
付
に
経
営
を
傾
斜
さ
せ
な

が
ら
、
な
お
多
額
の
債
務
免
除
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
「
出
世
証
文
」
に
関
す
る
論
議
は
、
借
主
側
の
出
精
な
い
し
は
立
身
出
世
後
と
い
う
漠
然
と
し
た
返
済
約
定
の
文
言
に

対
応
し
て
、
当
面
の
債
務
免
除
後
に
貸
主
側
に
遺
さ
れ
た
請
求
権
と
し
て
の
跡
懸
か
り
権
に
集
中
し
て
き
た
。
し
か
し
、
松
居
家
の
事

例
で
は
、
返
済
さ
れ
た
金
額
よ
り
も
、
免
除
さ
れ
た
り
、
当
面
免
除
さ
れ
て
不
確
か
な
出
世
払
い
と
さ
れ
た
り
し
た
金
額
の
方
が
は
る

か
に
大
き
い
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
弁
済
と
い
う
債
権
確
保
を
重
視
し
た
論
義
だ
け
で
な
く
、
債
務
免
除
・
債
権
放
棄
と
い
う
意
味
で

の
「
出
世
証
文
」
・
「
御
礼
証
文
」
に
も
っ
と
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

証
文
類
の
文
言
か
ら
貸
付
先
が
商
人
で
あ
る
こ
と
の
知
ら
れ
る
の
は
、
史
料
①
・
史
料
②
・
史
料
③
・
史
料
⑤
・
史
料
⑩
・
史
料

⑫
・
史
料
⑬
・
史
料
⑭
の
八
例
で
あ
る
。
な
か
で
も
史
料
⑤
は
、
中
国
地
方
へ
の
持
下
り
商
い
に
従
事
す
る
近
江
商
人
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
債
務
免
除
を
乞
う
証
文
を
差
し
入
れ
た
商
人
達
は
、
行
き
詰
ま
り
、
失
敗
し
た
商
人
達
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
商
人

達
に
対
し
て
「
出
世
証
文
」
・
「
御
礼
証
文
」
を
認
め
た
松
居
久
左
衛
門
遊
見
の
よ
う
な
存
在
が
、
近
江
の
限
ら
れ
た
地
域
か
ら
多
数

の
大
商
人
を
生
み
出
す
社
会
的
基
盤
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
創
業
の
丁
子
屋
小
林
吟



第
五
六
巻
第
三
号

二
六

（
三
四
五
）

右
衛
門
家
の
総
勘
定
元
帳
と
も
い
う
べ
き
「
金
銭
万
覚
帳
」
に
は
、
松
居
家
か
ら
文
政
五
年
の
七
五
〇
両
以
来
、
数
度
に
わ
た
る
借
入

金
が
記
録
さ
れ
て
い
る

（
10
）

。
ま
た
、
伝
聞
記
録
は
、
遊
見
が
貸
付
金
の
滞
り
を
意
に
か
け
ず
、「
吾
代
に
返
さ
ず
ば
子
孫
の
代
に
之
を
得
ん

と
云
ひ
放
ち
て
有
司
を
煩
さ
ず
」
と
伝
え
て
い
る

（
11
）

。
こ
の
意
味
で
近
江
商
人
松
居
家
の
「
出
世
証
文
」
・
「
御
礼
証
文
」
に
よ
る
債
務

免
除
・
債
権
放
棄
に
は
、
借
り
手
を
勉
励
す
る
意
味
合
が
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
陰
徳
善
事
の
側
面
か
ら
も
考
察
す
べ
き
要
素
を
含

ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

付
記本

稿
は
、
平
成
一
四
年
〜
一
五
年
度
の
同
志
社
大
学
学
術
奨
励
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
１
）
宇
佐
美
英
機
「
近
世
の
出
世
証
文
―
滋
賀
県
神
崎
郡
五
個
荘
町
域
の
事
例
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
二
九
号
、
一
九
九
六
年
）
・
同
「
明

治
時
代
の
出
世
証
文
―
滋
賀
県
神
崎
郡
五
個
荘
町
域
の
事
例
」（
滋
賀
大
学
『
彦
根
論
叢
』
第
三
〇
二
号
、
平
成
八
年
）
・
同
「
馬
場
利
左
衛
門
家
の
出
店
と
「
出
世
証

文
」」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
三
一
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
２
）
江
頭
恒
治
「
商
業
資
本
の
蓄
積
に
つ
い
て
―
近
江
商
人
中
井
家
と
松
居
家
の
場
合
」（
滋
賀
大
学
『
彦
根
論
叢
』
第
八
十
・
八
十
一
・
八
十
二
合
併
号
、
昭
和
三
六
年
）。

（
３
）
そ
の
後
の
星
久
の
歩
み
は
、
七
代
目
の
手
に
よ
っ
て
京
都
で
染
悉
皆
･
白
生
地
売
買
の
店
が
再
興
さ
れ
、
大
正
九
年
に
資
本
金
二
〇
万
円
で
染
加
工
受
託
の
合
名
会
社
星

久
商
店
が
誕
生
し
、
昭
和
二
一
年
に
資
本
金
一
〇
〇
万
円
の
株
式
会
社
星
久
が
設
立
さ
れ
た
。
株
式
会
社
星
久
は
平
成
一
二
年
に
自
己
破
産
し
た
。

（
４
）
松
居
久
左
衛
門
家
の
史
料
は
目
下
整
理
中
で
あ
る
。
史
料
①
〜
史
料
⑦
ま
で
の
史
料
番
号
は
＃
四
八
三
で
あ
り
、
史
料
⑧
〜
史
料
⑭
ま
で
の
史
料
番
号
は
四
九
八
が
仮
に

与
え
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
江
頭
恒
治
『
星
久
二
百
二
十
五
年
小
史
』（
昭
和
四
六
年
、
非
売
品
）
三
五
頁
。



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

二
七

（
三
四
四
）

（
６
）
同
書
、
一
一
頁
。

（
７
）
同
書
、
四
四
頁
。

（
８
）
前
掲
、
江
頭
、「
商
業
資
本
の
蓄
積
に
つ
い
て
―
近
江
商
人
中
井
家
と
松
居
家
の
場
合
」。

（
９
）
江
頭
、
前
掲
書
、
一
八
頁
。

（
10
）
丁
吟
史
研
究
会
編
『
変
革
期
の
商
人
資
本
―
近
江
商
人
丁
吟
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
九
年
）
一
八
〜
九
頁
。

な
お
、
丁
吟
、
小
林
吟
右
衛
門
家
（
現
、
財
団
法
人
近
江
商
人
郷
土
館
）
に
は
、
明
治
初
期
の
「
出
世
証
文
」
が
三
点
残
さ
れ
て
い
る
。
丁
吟
は
大
津
通
商
・
為
替
会
社

の
社
中
で
あ
っ
た
た
め
、
大
津
為
替
会
社
や
、
解
散
後
の
旧
大
津
為
替
会
社
宛
て
に
出
さ
れ
た
出
世
証
文
が
残
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
松
居
家
の
史
料

に
連
続
さ
せ
て
掲
示
し
て
お
こ
う
。
史
料
⑮
〜
史
料
⑰
の
近
江
商
人
郷
土
館
に
お
け
る
史
料
番
号
は
＃
三
五
四
一
で
あ
る
。

史
料
⑮

出
世
証
文
之
事

印
紙

一
　
金
百
六
拾
弐
円
五
拾
銭
也

右
者
明
治
四
年
辛
未
正
月
、
丸
屋
金
吾
外
四
人
連
名
借
用
金
此
度
速
ニ
返
済
可
仕
候
処
、
連
名
之
内
万
屋
万
五
郎
義
失
踪
仕
、
残
り
之
者
疲
弊
ニ
成
行
返
済
難
相
成
ニ

付
、
只
管
御
頼
談
申
上
元
滞
高
之
内
即
日
金
三
百
円
相
納
、
尚
又
五
拾
円
七
月
十
五
日
限
了
相
納
御
条
約
、
残
高
六
百
五
拾
円
之
分
連
名
四
人
江
御
分
割
相
願
、
就
中

滞
利
之
分
ハ
御
勘
弁
ニ
預
リ
元
滞
金
此
四
ツ
割
右
之
金
高
私
引
請
、
尓
来
情
々
稼
出
し
無
相
違
可
相
納
事
ニ
御
頼
談
御
聞
済
被
成
下
難
有
、
然
ル
上
者
右
稼
出
々
世
之

上
可
相
納
儀
聊
忘
却
不
仕
候
、
為
其
差
入
置
一
札
仍
而
如
件

大
津
上
東
八
町

明
治
七
年
甲
戌
六
月
廿
二
日

長
井
金
吾
　
印

大
津
為
換
会
社

藤
野
四
郎
兵
衛
殿



第
五
六
巻
第
三
号

二
八

（
三
四
三
）

古
望
仁
兵
衛
殿

史
料
⑯

証
文
之
事

印
紙
印
紙
印
紙
印
紙
印
紙
印
紙

一
　
金
弐
百
四
拾
四
円
九
拾
銭
也

右
者
明
治
五
壬
申
年
三
月
十
五
日
我
等
并
外
四
人
組
合
ヲ
以
、
同
年
五
月
廿
五
日
限
返
済
約
定
ニ
而
金
千
三
百
弐
拾
円
借
用
仕
、
返
済
方
相
滞
候
ニ
付
本
年
六
月
廿
四
日

御
訴
訟
相
成
、
組
合
中
持
別
連
壱
分
宛
返
金
可
致
候
処
、
難
渋
ニ
付
返
済
難
相
成
無
余
儀
身
代
限
御
処
分
奉
願
、
割
賦
金
拾
九
円
拾
銭
御
入
手
之
上
残
金
書
面
之
通
我
等

壱
人
分
借
用
残
リ
相
違
無
御
座
候
、
然
ル
上
者
私
者
勿
論
子
孫
ニ
至
迄
身
代
持
直
シ
次
第
急
度
返
済
可
致
候
、
為
後
日
証
文
依
而
如
件

高
島
郡
第
九
区
　
西
万
木
村

明
治
七
年
九
月
廿
五
日

吹
田
宗
次
郎
　
印

大
津
　
元
為
換
会
社

（
朱
筆
）

表
書
之
金
子
相
滞
ル
旨
訴
出
ニ
付
、
吹
田
宗
次
郎
身
代
限
申
渡
シ
動
産
等
売
払
候
処
、
割
賦
金
拾
九
円
十
銭
有
之
ニ
付
請
取
之
、
残
ル
弐
百
四
拾
四
円
九
拾
銭
ハ
宗
四マ
マ

郎

義
ハ
勿
論
、
其
相
続
人
ニ
至
ル
迄
身
代
持
直
シ
次
第
済
方
可
請
者
也

明
治
七
年
九
月
廿
五
日
　
滋
賀
県

印

史
料
⑰

証
文
之
事



近
江
商
人
の
出
世
証
文
と
御
礼
証
文
│
松
居
久
左
衛
門
家
を
中
心
に
│（
末
永
國
紀
）

二
九

（
三
四
二
）

印
紙
印
紙
印
紙

一
　
金
弐
百
拾
弐
円
弐
拾
六
銭
五
厘

右
者
我
等
并
外
四
人
連
判
ヲ
以
金
千
三
百
弐
拾
円
借
用
罷
在
候
所
、
返
済
難
相
成
仍
而
身
代
限
リ
相
成
候
所
、
親
類
小
畑
源
七
郎
A
此
度
金
五
拾
円
代
償
仕
、
残
金
前
書

金
高
之
儀
者
、
我
等
稼
出
し
身
代
持
直
し
候
節
返
済
可
仕
様
御
頼
談
申
上
候
所
、
御
承
知
被
成
下
難
在
奉
存
候
、
仍
而
一
札
如
件

高
島
郡
田
井
村

明
治
七
戌
十
二
月

饗
庭
太
四
郎
　
印

廿
六
日

大
津
　
元
為
替
会
社
御
中

（
11
）
井
上
政
共
編
述
『
近
江
商
人
』（
松
桂
堂
、
明
治
二
三
年
）
六
〜
七
頁
。
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）
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Abstract

Kunitoshi SUYENAGA, The Exemption from Debts by the Ohmi Merchants: A

Case of the Family of Kyuzayemon Matsui

Wealthy ones of the Ohmi merchants often gave a drastic moderation in

the repayment conditions to their debtors, who had owed them money.  The

merchants sometimes exempted a debtor from all the debts or accepted the

repayment to be made after the promotion of the debtor.  Such generous

deeds created the social foundation for the long-standing prosperity of many

merchants in Ohmi.
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